
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
普
及
に

取
り
組
め

問
　
本
市
を
含
む
環
霧
島
地

域
で
希
少
な
植
物
で
あ
る
。

普
及
活
動
は
ど
う
か
。

答
　
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
所

有
す
る
個
人
宅
の
庭
を
一
般

開
放
す
る
「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
」
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
活
動
団
体
が
鹿
児
島

空
港
、
霧
島
神
宮
な
ど
に
植

栽
し
、
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

情
報
発
信
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
長
寿
・
障
害
福
祉
事
業
に

つ
い
て

・
本
市
特
産
品
の
振
興
事
業

（
ブ
ラ
ン
ド
化
等
支
援
）

に
つ
い
て

問
　
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
を
地
域
格
差
な
く
早
急
に

整
備
し
な
け
れ
ば
、
企
業
や

若
者
の
流
出
も
懸
念
さ
れ

る
。
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
本
市
の
超
高
速
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
は
、
国
分
・
隼
人

地
区
の
平
野
部
と
、
溝
辺
地

区
の
空
港
周
辺
以
外
は
未
整

備
で
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
霧
島
市
地
域
情
報
化
推

進
委
員
会
で
、
本
市
に
適
し

た
整
備
手
法
を
調
査
・
研
究

し
て
い
る
。
ま
た
、
先
般
、

有
識
者
と
市
長
、
両
副
市

長
、
関
係
課
と
の
情
報
交
換

を
行
い
、
早
期
実
現
性
の
高

い
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
に
つ
い
て
教
示
い
た
だ

い
た
。
当
初
予
算
で
は
計
上

し
て
い
な
い
が
、
条
件
が
整

い
次
第
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

予
算
を
確
保
し
て
取
り
組
み

た
い
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
な
ど
を

利
用
し
路
線
存
続
を
図
れ

問
　
Ｊ
Ｒ
減
便
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
九
州
や
周
辺
自
治
体
、

関
係
団
体
と
の
協
議
は
し
た

の
か
。
ま
た
、
市
職
員
の
利

用
促
進
を
図
れ
な
い
か
。

答
　
Ｊ
Ｒ
九
州
に
現
状
維
持

を
強
く
求
め
た
が
、
ダ
イ
ヤ

見
直
し
に
は
応
じ
な
い
姿
勢

で
あ
る
。
周
辺
自
治
体
や
、

関
係
団
体
と
の
協
議
は
ま
だ

だ
が
、
連
携
を
図
り
た
い
。

職
員
の
鉄
道
利
用
は
、
市
民

の
利
用
促
進
啓
発
活
動
と
併

せ
て
検
討
し
た
い
。

問
　
２
０
２
０
年
に
南
九
州

市
で
「
全
国
茶
品
評
会
」
が

開
催
さ
れ
る
が
、
対
応
策
を

ど
う
考
え
る
か
。

答
　
毎
年
開
催
さ
れ
る
同
大

会
で
も
優
秀
な
成
績
を
納
め

ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者
や
関

係
機
関
と
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
を
深
め
る
。
出
品
助
成

や
生
産
者
へ
の
指
導
な
ど
、

継
続
的
な
支
援
を
行
う
。

問
　
「
全
国
茶
品
評
会
」
や

２
０
２
２
年
の
「
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
」
を
控
え
、
農

政
畜
産
課
の
お
茶
や
畜
産
の

専
門
的
な
技
術
を
有
す
る
職

員
は
少
な
い
と
考
え
る
。
増

員
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

後
継
職
員
が
い
な
い
の
は
、

大
き
な
損
失
で
あ
る
。
育
成

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
お
茶
は
毎
年
受
賞
し
、

畜
産
は
５
年
に
１
回
の
大
会

で
も
受
賞
で
き
た
。
専
門
的

な
職
員
の
指
導
、
助
言
は
重

要
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
て
、
適
正
な
配
置
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
職
員
を
育
て

て
い
く
対
策
を
考
え
て
い

く
。

豪
雨
に
対
す
る
防
災
計
画
に

つ
い
て

問
　
災
害
を
想
定
し
、
行
政

で
や
る
べ
き
こ
と
、
地
域
で

や
る
べ
き
こ
と
、
自
分
自
身

で
や
る
べ
き
こ
と
を
互
い
に

常
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
本
市
で
は
、
24
時
間
の

情
報
連
絡
体
制
を
と
っ
て
お

り
、
早
め
の
避
難
情
報
を
発

表
し
て
い
る
。
災
害
種
別
ご

と
の
避
難
所
見
直
し
も
行
っ

て
い
る
。
自
主
防
災
対
策
と

し
て
、
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

情
報
伝
達
を
受
け
る
側
の
対

応
の
重
要
性
を
含
め
周
知
し

て
い
く
。

問
　
隼
人
駅
と
鹿
児
島
神
宮

を
つ
な
ぐ
エ
リ
ア
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
行
政
主
導
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
　
２
つ
の
核
を
つ
な
ぐ
エ

リ
ア
の
活
性
化
は
、
地
域
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。
既
存
の

支
援
策
に
加
え
、
新
た
な
支

援
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

地
域
活
性
化
の
機
運
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
商

工
会
や
通
り
会
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

「
産
業
の
活
力
が
あ
ふ
れ
、

交
流
と
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
努
め
て
い

き
た
い
。

教
育
現
場
に
お
け
る
「
薩
摩

義
士
」
の
精
神
浸
透
で
、
心

豊
か
な
青
少
年
育
成
を

問
　
「
特
別
の
教
科
　
道

徳
」
で
、
副
読
本
「
薩
摩
義

士
の
話
」
が
あ
る
が
、
活
用

促
進
は
で
き
な
い
か
。

答
　
教
科
書
の
ほ
か
に
「
薩

摩
義
士
の
話
」
な
ど
を
活
用

し
、
先
人
の
生
き
方
や
考
え

方
に
触
れ
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
材
を

活
用
し
、
道
徳
教
育
の
み
な

ら
ず
、
す
べ
て
の
学
校
教
育

活
動
に
お
い
て
、
郷
土
を
学

び
、
ま
た
愛
し
、
先
人
の
教

え
を
通
し
て
、
志
を
抱
く
子

ど
も
の
育
成
に
努
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
牧
園
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
　
小
学
生
の
放
課
後
の
安

全
や
適
切
な
遊
び
場
及
び
生

活
の
場
を
提
供
す
る
施
設
と

し
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状
は
ど
う
か
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
時

の
受
け
入
れ
対
策
と
し
て
、

学
校
の
空
き
教
室
を
活
用
で

き
な
い
か
。

答
　
平
成
29
年
５
月
１
日
現

在
で
、
市
内
に
は
、
自
主
事

業
を
含
む
49
カ
所
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
運
営
さ
れ
、

約
１
７
０
０
人
の
児
童
が
登

録
・
利
用
し
て
い
る
。
小
学

校
ご
と
の
児
童
数
の
推
移
を

把
握
し
な
が
ら
、
施
設
の
整

備
等
を
実
施
し
て
い
る
。
空

き
教
室
の
活
用
と
し
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
青
葉
小
で

実
施
し
て
い
る
。

問
　
本
市
の
若
年
層
の
介
護

離
職
や
転
職
は
11
・
７
％
に

の
ぼ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
く
の
か
。

答
　
家
族
が
仕
事
を
続
け
な

が
ら
介
護
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
整
備
は
、
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
退
院
後
の
生
活
や
療
養

を
支
え
る
「
退
院
調
整
ル
ー

ル
」
の
普
及
促
進
な
ど
、
数

点
の
改
善
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
国
の
「
１
億
総
活

躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

関
係
各
所
と
連
携
し
、
相
談

体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

り
、
仕
事
と
介
護
が
両
立
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の

活
用
に
、
若
い
世
代
の
声

を
よ
り
反
映
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

・
小
学
校
英
語
教
育
推
進
事

業
で
最
大
限
の
成
果
を
出

す
た
め
の
体
制
作
り
に
つ

い
て
問
う
。

問
　
本
市
で
は
、
20
代
以
上

の
人
口
階
層
す
べ
て
の
年
代

で
女
性
が
多
く
、
そ
の
平
均

所
得
は
低
い
。
課
題
と
対
策

を
示
せ
。

答
　
女
性
は
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
育
児
な
ど
が
理
由
の

離
職
や
非
正
規
雇
用
の
率
が

高
く
、
勤
続
年
数
や
管
理
職

比
率
の
差
に
つ
な
が
り
男
女

の
格
差
が
出
て
い
る
。
可
能

な
限
り
就
労
を
継
続
で
き
る

こ
と
や
、
再
就
職
し
や
す
い

環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
。
関
係
機
関
や
団
体
と
連

携
を
図
り
、
男
女
が
と
も
に

能
力
を
発
揮
し
、
希
望
す
る

働
き
方
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

動画視聴

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
早
期
整
備
を

動画視聴

茶
業
振
興
に
つ
い
て動画視聴

隼
人
駅
周
辺
の
活
性

化
を
図
れ

動画視聴

子
育
て
支
援
環
境
の

拡
充
を

動画視聴

世
帯
所
得
の
増
加
策

を
検
討
せ
よ

木野田　誠  議員

愛甲　信雄  議員

問
　
新
年
度
か
ら
国
保
税
や

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
を

提
案
し
て
い
る
。
国
保
税
で

は
、
所
得
２
０
０
万
円
の
４

人
家
族
で
、
所
得
の
２
割
が

国
保
税
負
担
に
な
る
。
12
歳

か
ら
18
歳
へ
の
減
税
措
置
も

全
廃
に
な
る
。
１
６
５
億
円

も
の
基
金
の
一
部
は
、
市
民

の
負
担
軽
減
に
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
国
保
に
必
要
な
財
源

は
、
自
ら
確
保
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
県
が
示
し
た

標
準
保
険
税
率
を
基
に
税
率

を
改
定
し
た
。
介
護
保
険
料

で
は
、
結
果
と
し
て
保
険
料

基
準
額
で
月
額
４
８
０
円
の

上
昇
と
な
っ
た
が
、
一
定
程

度
の
保
険
料
上
昇
を
圧
縮
で

き
負
担
の
抑
制
が
で
き
た
。

鹿
児
島
空
港
運
用
時
間
延
長

に
よ
る
騒
音
対
策
の
強
化
を

問
　
鹿
児
島
空
港
の
運
用
時

間
延
長
に
伴
い
、
国
に
要
望

し
た
防
音
壁
の
設
置
は
進
ん

で
い
る
か
。
騒
音
の
大
き
い

地
域
で
、
住
民
が
要
望
す
る

場
所
で
の
騒
音
測
定
を
行

い
、
基
準
値
を
超
え
る
場
合

は
、
騒
音
防
止
対
策
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
騒
音
対
策
は
、
機
会
が

あ
る
ご
と
に
要
望
を
重
ね
て

い
る
。
昨
年
11
月
に
は
国
交

省
に
よ
る
騒
音
実
態
調
査
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
収
集
し

た
デ
ー
タ
の
解
析
が
行
わ
れ

て
い
る
。
防
音
対
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
が

行
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
熱
発
電
所
問
題
に
つ
い

て
・
平
和
問
題
に
つ
い
て

動画視聴

多
額
な
基
金
の
一
部

を
市
民
負
担
の
軽
減

に

宮内　博  議員前島　広紀  議員

山口　仁美  議員

松枝　正浩  議員

大隅横川駅とはやとの風

溝辺町宮路家のキリシマツツジ

副読本「薩摩義士の話」
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